
 

▲
教
区
改
編
に
伴
う
教
化
体
制
の
変
更
に
よ
り
、従
来
の
青
少
年
二
部

門
は
教
区
の
教
化
体
制
よ
り
独
立
し
、外
郭
団
体
と
し
て
活
動
す
る
事

が
き
ま
り
ま
し
た
。今
回
は
新
潟
教
区
若
者
仏
教
会
の
会
長
に
就
任
さ

れ
た
本
間
氏
よ
り
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

十
年
ほ
ど
前
、
私
は
宗
務
役
員
と
し
て
勤
め
始
め
ま
し

て
、
初
の
赴
任
地
は
熊
本
教
務
所
で
あ
り
ま
し
た
。 

現
在
は
九
州
教
区
と
し
て
稼
働
し
て
お
り
ま
す
こ
の

地
域
に
は
、
大
分
の
四
日
市
別
院
、
長
崎
の
佐
世
保
別
院
、

鹿
児
島
の
鹿
児
島
別
院
、
沖
縄
の
東
本
願
寺
沖
縄
別
院
と

四
つ
の
別
院
が
あ
り
、
ど
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
々

の
教
化
の
中
心
と
し
て
様
々
な
法
要
、
行
事
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。 

私
が
赴
任
し
ま
し
た
熊
本
教
区
に
は
別
院
が
無
く
、
東

本
願
寺
派
熊
本
会
館
と
い
う
名
称
で
本
堂
と
、
そ
こ
に
繋

が
る
教
務
所
事
務
棟
が
あ
る
施
設
で
し
た
。
こ
の
本
堂
は

別
院
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
輪
番
や
列
座
は
お

ら
ず
、
日
々
の
お
給
仕
は
私
共
宗
務
役
員
が
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。 

と
は
い
え
、
教
区
報
恩
講
な
ど
の
法
要
や
行
事
の
折
に

は
教
区
の
声
明
に
携
わ
る
方
々
を
中
心
に
熱
心
に
準
備

や
荘
厳
が
行
わ
れ
、
恭
し
く
法
要
が
勤
ま
り
、
教
区
に
お

け
る
一
つ
の
中
心
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

実
は
こ
の
熊
本
会
館
の
本
堂
は
、
時
期
こ
そ
失
念
い
た

し
ま
し
た
が
（
記
憶
で
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

の
頃
か
と…

）、「
い
つ
か
別
院
の
無
い
熊
本
に
別
院
を
」

と
の
熊
本
の
先
達
方
の
思
い
か
ら
、
資
材
を
集
め
、
建
設

の
助
力
を
し
、
先
達
方
が
ご
自
身
達
の
お
力
で
建
立
さ
れ

た
本
堂
で
し
た
。 

建
立
当
時
、
本
山
の
あ
る
京
都
へ
気
軽
に
向
か
う
こ
と

は
で
き
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
真
宗
の
教
え
を
こ
の
「
別
院
」

と
い
う
仏
法
領
に
願
わ
れ
た
先
達
方
の
願
い
が
、
私
が
赴

任
し
た
当
時
ま
で
伝
わ
り
続
け
て
い
た
、
そ
ん
な
施
設
で

あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。 

た
だ
、
こ
の
熊
本
会
館
本
堂
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
に

発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
、
倒
壊
の
恐
れ

有
り
と
い
う
診
断
を
受
け
、
現
在
で
は
完
全
に
取
り
壊
さ

れ
ま
し
た
。「
い
つ
か
別
院
に…

」
と
い
う
そ
の
願
い
は
、

致
し
方
な
い
な
が
ら
も
途
絶
え
る
事
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

新
潟
に
は
三
条
、
高
田
、
新
井
の
三
つ
の
別
院
が
あ
り

ま
す
。
よ
う
や
く
流
行
り
病
も
落
ち
着
き
、
別
院
へ
伺
う

機
会
の
増
え
た
私
は
、
そ
の
意
味
の
大
き
さ
を
よ
う
や
く

感
じ
て
き
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。 

別
院
が
そ
こ
に
あ
る
、
と
い
う
の
は
実
は
当
た
り
前
の

事
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
土
地
で
真
宗
の
興
隆
を
願
わ
れ

た
方
々
が
紡
い
で
き
た
そ
の
歴
史
が
、
こ
こ
に
今
ま
さ
に

別
院
と
し
て
残
っ
て
い
る
、
と
い
う
事
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

こ
こ
二
年
程
で
、
報
恩
講
や
御
坊
市
、
別
院
こ
ど
も
奉

仕
団
等
々
、
い
く
つ
か
の
行
事
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
の
別
院
や
そ
こ
に
残
る
ご

先
達
方
の
お
心
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
引
き
続
き
様
々

な
形
で
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
間 

正
紹 

氏
（
第
二
十
三
組
善
照
寺
） 

                  

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

  
 
 

石
山 

早
苗 

氏 

（
ク
ラ
ブ
・
パ
ー
プ
ル
代
表
、
本
寺
小
路
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

▲
次
回
は
参
道「
本
寺
小
路
は
今
」を
テ
ー
マ
に
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 
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【仏青の活動で「煩悩射的」をする本間氏】 



  
既
に
ご
案
内
の
通
り
、
二
〇
二
三
年
朝
の
人
生
講
座
の

テ
ー
マ
は
生
老
病
死
に
続
き
「
愛
別
離
苦
」
で
す
！ 

         

 

◇
日
時 

八
月
二
十
四
日
（
木
）
～
二
十
七
日
（
日
） 

午
前
六
時 

晨
朝 

夏
の
御
文
拝
読 

午
前
六
時
三
十
分 

人
生
講
座 

引
き
続
き 

質
疑
応
答 

◇
会
場 

三
条
別
院
本
堂 

◇
講
師 

八
月
二
十
四
日
（
木
） 

佐
々
木 

友
美 

氏
（
第
十
五
組 

光
善
寺
）（
青
年
僧
侶
） 

八
月
二
十
五
日
（
金
） 

松
木 

譲 

氏
（
第
二
十
四
組 

專
明
寺
）（
壮
年
僧
侶
） 

八
月
二
十
六
日
（
土
） 

大
久
保 

州 

氏
（
佐
渡
組 

廣
永
寺
）（
ベ
テ
ラ
ン
僧
侶
） 

八
月
二
十
七
日
（
日
） 

今
泉 

温
資 

氏
（
往
生
人
舎
主
宰
）（
老
僧
） 

▲
今
年
も
中
央
商
店
街
の
コ
ロ
ネ
ッ
ト
と
コ
ラ
ボ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

パ
ン
と
牛
乳
を
配
布
し
、
三
条
市
の
「
共
食
」
事
業
に
協
力
し
て
旧

御
堂
を
食
事
場
所
と
し
て
開
放
し
ま
す
。 

   

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
に
あ
わ
せ
て
定

例
法
話
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

六
月
ま
で
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教

開
宗
八
百
年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
継
続
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
通
常
の
日
程
に
戻
り
ま
す
。 

 

こ
の
七
月
か
ら
新
潟
教
区
と
な
り
ま
し
た
。
旧
高
田
教

区
で
教
化
部
門
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
た
お
二
人
に
、

七
月
（
藤
島
直
氏
・
終
了
）・
九
月
と
ご
法
話
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

 

◆
八
月
は
お
盆
期
間
の
た
め
休
会
で
す 

◆
九
月
の
講
師 

  
  

森 

惠
成 

氏
（
第
八
組 

善
巧
寺
） 

         

◆
日 

時 

九
月
十
三
日
（
水
） 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
二
時
三
十
分 

◆
会 

場 

三
条
別
院
旧
御
堂 

   

   

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
「
御
命
日
の
つ
ど
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要

と
法
話
、
そ
の
後
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

八
月
二
十
八
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

佐
々
木 

惠
一
郎 

氏
（
第
十
組
行
通
寺
） 

（
一
帖
目
第
三
通 

「
猟
漁
（
り
ょ
う
、
す
な
ど
り
）」） 

▲
『
御
文
』
一
帖
目
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
ま
す
。 

▲
十
時
半
か
ら
十
一
時
半
ま
で
法
話
。
そ
の
後
座
談
会
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
講
師
を
囲
ん
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

九
月 

本
多 

智
之 

氏
（
第
十
八
組 

永
傳
寺
） 

十
月 

八
田
裕
治
氏
・
八
田
摩
矢
子
氏
（
第
十
七
組 

淨
福
寺
） 

十
一
月 

田
村 

大
輔 

氏
（
第
二
十
組 

專
念
寺
） 

十
二
月 

橘 

出 

氏
（
第
十
八
組 

久
唱
寺
） 

 

【詳しくはチラシをご覧ください】 

朝

の

人

生

講

座 

定

例

法

話

の

ご

案

内 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

【森氏は元三条教務所駐在教導】 



  
今
年
の
秋
彼
岸
会
の
法
話
講
師
が
決
定
し
ま
し
た
。 

◇
日
時 
九
月
二
十
四
日
～
九
月
二
十
六
日 

◇
講
師 

太
田 
浩
史 

氏
（
富
山
教
区
大
福
寺
） 

今
年
の
秋
彼
岸
の
講
師
は
太
田
浩
史
氏
。
日
本
民
藝

協
会
常
任
理
事
・
と
な
み
民
藝
協
会
会
長
等
幅
広
く
活

動
、
研
究
さ
れ
て
い
る
太
田
氏
か
ら
、
三
日
間
通
じ
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

◇
お
斎 

そ
し
て
、
お
斎
（
二
十
五
日
）
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

酒
場
カ
ン
テ
ツ
の
精
進
カ
レ
ー
、
冥
加
金
一
〇
〇
〇
円

で
、
お
代
わ
り
自
由
！ 

               

◇
三
日
間
を
通
し
て
、
朝
の
人
生
講
座
、
御
虫
干
し
展
等

も
例
年
通
り
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
聞
法
会
の
ご
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

四
月
に
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年

慶
讃
法
要
が
行
わ
れ
、
本
山
へ
参

詣
さ
れ
た
方
、
ま
た
参
詣
し
た
く

て
も
残
念
な
が
ら
で
き
な
か
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
感
染
症
も
落
ち
着
い
て
ま
い

り
ま
し
た
の
で
、
三
条
別
院
で
は

十
一
月
の
御
正
忌
報
恩
講
、
特
に
二
十
八
日
結
願
日
中

へ
の
参
拝
を
、
従
来
通
り
バ
ス
で
二
泊
三
日
の
旅
程
で

計
画
い
た
し
ま
し
た
。
少
し
早
い
告
知
と
な
り
ま
す

が
、
ぜ
ひ
各
御
寺
院
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
門
徒
さ

ん
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
新
潟
駅

を
出
発
し
て
上
越
経
由
で
北
陸
道
を
通
っ
て
京
都
に
向

か
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
乗
降
イ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◇
十
一
月
二
十
七
日
（
月
）
か
ら
二
十
九
日
（
水
） 

◇
二
泊
三
日 

◇
参
加
費 

六
八
，
〇
〇
〇
円 

◇
団
体
参
拝
の
ポ
イ
ン
ト 

①
二
十
八
日
の
結
願
日
中
に
参
拝
し
ま
す
。
引
率
の
列

座
（
別
院
職
員
）
が
ご
案
内
し
ま
す
。 

②
宿
泊
は
一
泊
目
は
京
都
市
内
、
二
日
目
は
お
ご
と
温

泉
で
ゆ
っ
く
り
疲
れ
を
い
や
し
ま
す
。 

③
二
日
目
の
午
後
は
京
都
観
光
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
、
西
本
願
寺
・
比
叡
山
に
も
参
拝
予
定
で
す
。 

◇
締
切 

十
一
月
十
七
日
（
金
） 

▲
詳
し
く
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

  

七
月
十
三
日
、
本
堂
裏
と
墓
地
を
中
心
に
、
除
草
と

落
ち
葉
掃
き
を
行
い
ま
し
た
。 

来
月
は
お
盆
の
た
め
多
く
の
参
詣
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
綺
麗
に
保
た
れ
た
境
内
を
ご
覧
に
な
っ
て
、

清
々
し
い
お
気
持
ち
で
御
本
尊
に
お
参
り
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

                       

秋

彼

岸

予

告 

御

正

忌

団

体

参

拝

の

ご

案

内 

有

志

の

会

庭

講

報

告 

【昨年大好評のお代わり無料精進カレーが再登場】 

【三条別院の書院から臨む池。庭講参加者も大募集中です。一緒に汗を流しましょう】 



  ―

七
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒―

 

 

第
十
三
組 

廣
永
寺
、
佐
渡
組 

專
得
寺 

そ
の
他
、
匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
八
月
二
十
四
日
（
木
）
で
す
。 

   

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
。
声
明
教
室
は
八
月
が
初
回
、
書
道
教
室
も
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

○
別
院
声
明
教
室 

夜
の
部
（
午
後
六
時
～
八
時
） 

講
師 

橘 

宗
真 

氏
（
第
二
十
組
顕
了
寺
） 

昼
の
部
（
午
後
三
時
～
五
時
） 

講
師 

別
院
列
座 

開
催
日 

八
月
二
十
一
日
（
月
） 

九
月
十
一
日
（
月
）・
十
月
十
日
（
火
） 

十
一
月
十
四
日
（
火
）・
十
二
月
十
一
日
（
月
）（
全
五
回
） 

○
別
院
書
道
教
室 

［
毎
月
第
二
、第
四
水
曜
日
、午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時
］ 

講
師 

木
原 

光
威 

氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

月
謝 

三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

 

  

○
有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

毎
月
十
三
日
十
時
か
ら
、
午
後
は
定
例
法
話
を
聴
聞
し
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

半
日
の
奉
仕
研
修
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

         
○
団
体
参
拝
及
び
諸
殿
拝
観
に
つ
い
て 

七
月
に
新
教
区
と
な
り
、
旧
高
田
教
区
の
ご
寺
院
か
ら
団
体

参
拝
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
三
条
別
院
で
は
団
体
参
拝
を
常

時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

列
座
が
本
堂
・
旧
御
堂
・
書
院
等
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
程
等
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
十
一
月
五
日
か
ら
八
日
の
お
取
り
越
し
報
恩
講
に
つ

い
て
は
九
月
初
に
募
集
要
項
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
お
取
り
越
し
報
恩
講
の
法
話
講
師
に
つ
い
て 

前
号
で
ご
案
内
し
た
本
年
の
法
話
講
師
に
つ
い
て
、
五
日
・

六
日
の
講
師
の
ご
都
合
の
た
め
、
同
じ
く
三
河
す
ー
ぱ
ー
絵

解
き
座
座
員
の
よ
り
井
野 

優
介 

氏
（
岡
崎
教
区
明
榮
寺
）
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

 

七
月
十
四
日
、
三
条
別
院
で
教
化
審
議
会
が
開
催
さ

れ
、
前
年
度
の
活
動
報
告
と
今
年
度
の
活
動
計
画
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
新
潟
教
区
内
の
別
院
と
し
て
、

旧
高
田
教
区
の
皆
さ
ん
を
も
意
識
し
た
活
動
計
画
の
提

案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
三
条
別
院
と
し
て
広
く
教

区
外
の
方
々
と
も
縁
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て
は
い
て
も
、

実
際
に
は
具
体
的
な
こ
と
を
せ
ず
に
教
区
内
に
の
み
拘

っ
た
狭
い
視
野
の
自
分
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
、
ま
た
新
た
な
視
点
と
取
り
組
み
の
必
要
性
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
で
最
近
、
別
院
の
お
あ
さ
じ
に
参
詣
さ
れ
て
い
る

ご
門
徒
さ
ん
か
ら
、
か
つ
て
「
別
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い

う
別
院
事
業
が
教
区
事
業
の
「
御
坊
市
」
へ
と
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
移
行
し
て
い
く
な
か
で
、
長
年
「
別
院
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
・
関
係
団
体

と
の
関
係
を
ど
う
し
て
い
く
か
が
、
難
し
い
問
題
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
い
う
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

物
事
の
改
革
に
つ
い
て
、
先
月
の
三
条
別
院
公
開
講
座

の
ご
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
中
島
岳
志
氏
は
、
著
作

『「
リ
ベ
ラ
ル
保
守
」
宣
言
』
の
中
で
、
現
在
の
我
々
は

過
去
の
膨
大
な
蓄
積
・
知
的
財
産
の
上
に
成
立
し
て
い
て
、

「
改
革
」
と
は
、
過
去
か
ら
相
続
し
た
歴
史
的
財
産
に
対

す
る
永
遠
の
微
調
整
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

過
去
の
人
々
か
ら
受
け
取
っ
た
バ
ト
ン
を
次
世
代
に

つ
な
い
で
い
く
。
こ
れ
か
ら
三
条
別
院
が
変
わ
っ
て
い
く

中
で
、
こ
の
「
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
に
変
わ
る
」
と

い
う
視
点
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、
新
た
な
取
り
組
み
に

価
値
を
見
出
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

（
松
浦
） 

そ

の

他

の

講

座

案

内 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続

中 

 
随

時

募

集

中 

【
奉
仕
研
修
冥
加
金
】 

一
人
あ
た
り
半
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
五
百
円
、
一
日
千
円 

一
泊
二
日
は
上
記
の
冥
加
金
に
順
じ
て
半
日
五
百
円
で
計
算
す
る
。 

【
そ
の
他
実
費
で
い
た
だ
く
も
の
】 

①
講
師
謝
礼
。
な
お
、
列
座
に
よ
る
お
内
仏
の
お
給
仕
・
法
話
は
研

修
冥
加
金
に
含
ま
れ
る
。
②
シ
ー
ツ
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円 

③
食
事
代 

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 


